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マルチメディア通信に適した DS/CDMA方式
における通信速度割り当てに関する研究
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Abstract

マルチレート通信に対応するため，DS/CDMA方式において可変拡散方式と，マ
ルチコード方式の 2通りの方法が提案されている．しかしながら，可変拡散方式にお
いては 2のべき乗でしか可変にできず通信速度を細かく設定できない．また，マルチ
コード方式において多様な通信速度に対応するには多くの受信器を必要とし，回路が
複雑になってしまう．そこで本論文では，この可変拡散方式とマルチコード方式を融
合させ，より柔軟な通信速度と帯域を簡単に設定できる可変拡散マルチコード方式を
提案する．そして，本論文で取り扱うメディアの諸条件を設定し，この可変拡散マル
チコード方式を用いた際の，通信速度に対する柔軟性を示す．それとともに計算機シ
ミュレーションによるビット誤り率特性を示す．またこのシステムの特性のままでは
本論文において設定したメディアの要求条件を満たすことができないので，誤り訂正
符号を用いた際の特性をともに示す．最後に,各シミュレーション, 理論計算の結果を
もとに本提案システムを評価する.

1 序論

近年，移動体通信においてマルチメディア通信への対応，またユーザ数の増加に伴う周
波数帯域の逼迫が問題となっている [1]-[3]．従って，各メディア，各無線通信路状態に応じ
て最も適するよう通信速度を割り当てることは多重化技術において欠くことのできない重
要な要素になりつつある [4]．このようなマルチレート通信に対応するため，DS/CDMA

方式 [5]-[7]において可変拡散方式と，マルチコード方式の 2通りの方法が提案されている
[1], [8]．しかしながら，可変拡散方式においては 2のべき乗でしか通信速度を可変にでき
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ず，細かく設定できない．また，マルチコード方式において多様な通信速度に対応するに
は多くの受信器を必要とし，回路が複雑になってしまう．
そこで本論文では，この可変拡散方式とマルチコード方式を融合させ，より柔軟な通信

速度と帯域を簡単に設定できる可変拡散マルチコード方式を提案する．
まず，本論文では，CDMA方式を紹介する．続いて，可変拡散方式では，細かなチャ

ネルを生成することはできないことを示す．またマルチコード方式では受信器が複雑にな
ることを示す．そして，より柔軟な通信速度を割り当てることができるようにこれらを融
合させた提案方式，可変拡散マルチコード方式について説明する．その後，本論文で取り
扱うメディアの諸条件を設定し，この可変拡散マルチコード方式に対しての柔軟性につい
て示し，それとともにビット誤り率の検討を行なう．

2 CDMA方式

本章では主に CDMA(DS/CDMA)方式の原理について述べる. そして,なぜ CDMA方
式が注目されているかについて説明し, これとともに多元接続方式として CDMA方式が
マルチレート通信に適していることも述べる. そこで, その手法として提案されている, 可
変拡散方式とマルチコード方式を説明する. しかしながら, 可変拡散方式は柔軟な可変が
不可能であること, そして, マルチコード方式は受信器が多くなり回路が複雑になるとい
う欠点を示す.

3 可変拡散マルチコード方式

第 2章では, DS/CDMA方式においてマルチレート通信に対応する方法としてすでに
提案されている, 可変拡散方式とマルチコード方式の欠点を示した. 本章ではこれらの方
式を融合させ, より柔軟な通信速度を簡単に提供できる可変拡散マルチコード方式を提案
し, この原理について述べる. そして, この提案方式の有意性と問題点について述べる. ま
た，本論文において取り扱うメディアについて述べる．

4 計算機シミュレーションによる評価

本論文において提案した可変拡散マルチコード方式では, 柔軟な通信速度を簡単に提供
できるが, 他局間干渉の影響が大きくなってしまうという問題点を有している. そこで本
提案システムにおいてどれだけ性能が劣化してしまうか確認するために計算機シミュレー
ションにより評価を行なう. この際, 正確なシミュレーションを行なえるよう, まず理論
解析が可能な DS/SSシングルユーザシステムと DS/CDMAマルチユーザシステムの計
算機シミュレーションを行ない,作成したシミュレータの正しさを確認する. その後, この
シミュレータを用いて提案方式を評価する.
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5 誤り訂正符号によるBERの軽減

無線伝送路においてディジタル信号を伝送する場合, 一般に無視できない誤りが発生す
る. この時何の対策も施さないと 10�1から 10�3程度のビット誤り率になり, ほとんどの用
途の通信に適さない. 特に多元接続数を増加させた場合, BER特性が劣化する本提案シス
テムは本論文において設定するメディアの諸条件を満たすことはできない. そこで, これ
らメディアの諸条件を満たした上で本システムを考察できるよう誤り訂正符号を付加する
ことを考えた. 本章では, 誤り訂正符号の中でも, 今回用いたハミング符号について説明す
る.また,ハミング符号を用いることでどれだけ BER特性を軽減できるか, その理論 BER

特性を解析するとともに, 各計算機シミュレーションを行なったのでこの特性を示す.

6 考察

本章では, 第 4章, 第 5章において示した計算機シミュレーションと理論解析により得
た値をもとに本提案システムを評価する. その結果，いくつかの符号の割り当て手法の中
から，最も BER特性の優れた手法を見出すことができた．この手法によるものは，最も
特性の悪い方法に比べて，収容できるユーザ数にして約 4倍有利であることが分かった．
また，本提案システムを用いた際の, 簡単な符号の割り当てアルゴリズムをともに示す.

7 結論

近年，移動体通信においてマルチメディア通信への対応が要求されるようになった．こ
の要求に応じるために DS/CDMA方式において，可変拡散方式とマルチコード方式が提
案されている．しかしながら，これらはそれぞれ，細かなチャネルの設定ができない，受
信回路が複雑になるとった欠点を有している．
そこで本論文では，これらの方式を融合させた可変拡散マルチコード方式を提案した．

その結果，可変拡散方式よりも細かく通信速度を設定することができ，マルチコード方式
よりも受信器を少なくすることができた．しかしながら，本システムはユーザ数を増加さ
せた場合，BER特性が劣化するという問題点を有している．そこで，この BER特性を評
価するために，計算機シミュレーションを行なった．その結果，いくつかの符号の割り当
て手法の中から，最も BER特性の優れた手法を見出すことができた．この手法によるも
のは，最も特性の悪い方法に比べて，収容できるユーザ数にして約 4倍有利であることが
分かった．また，この結果をもとに簡単な符号の割り当てアルゴリズムをともに示した．
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